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研究成果の概要（和文）：　大本資料室所蔵資料の探索、出口三平氏所蔵資料のデータベース化、三五教関連資
料の収集、稲荷講社関連資料の発掘などを通して、大本教およびその関連団体に関する文献並びに他のメディア
資料の所在確認、収集、データベース化に一定の成果を挙げた。
　大本教の国際的な宗教ネットワーク形成の実態については、台湾（世界紅卍字会道院）、韓国（普天教など）
で現地調査を実施し、関係者へのインタビュー、資料の収集、現地研究者との交流を行い、交流・提携の背景や
実態の解明を進めた。同時に19世紀末から20世紀前半の東アジア地域の新宗教運動についての資料・情報の収集
に努めた。

研究成果の概要（英文）： The confirmation of place,collection and creating database of written 
materials and other media materials about Oomoto-kyo and related groups were advanced through 
searching materials of Oomoto-shiryousitu ,craeating databese of Deguchisanpei-collection ,
collecting of written materials about Ananai-kyo and discovering of written materials adout 
Inari-kousha.
 Concerning the international network formation between Omoto-kyo and other religious groups,we 
brought to clarify the background and real saete of interchange or cooperation by fieldworks of 
Taiwan(Sekaikomanjikai-Doin) and South Korea(Futen-kyo). At the same time we endeavored to collect 
the written materials and informations about East Asian new religions during late 19th century to 
the first half of 20th century.

研究分野：宗教社会学

キーワード： 大本教　東アジア新宗教　トランスナショナリズム　デジタルアーカイブ　宗教協力・連携　霊的宗教
運動　千年王国運動

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 天理教や大本教をはじめとする日本新宗
教に関する研究は、1950 年代末以降に村上
重良、安丸良夫、ひろたまさきら歴史学者に
よって推進された民衆宗教史研究、またその
成果を批判的に継承した宗教学・宗教社会学
における新宗教研究によって大きく進展し
た。そこでは、思想史的・文化史的に価値の
低いものとして顧みられなかった新宗教の
思想や実践を、民衆自身が培ってきた世界観
や社会観、また人間観を表すものとして積極
的に評価し、当事者の論理に即して理解した
うえで、歴史的文脈に位置づけなおす作業が
行われた。その成果は、大本七十年史編纂会
編『大本七十年史』（宗教法人大本、1964/1967
年）や井上順孝他編『新宗教事典』（弘文堂、
1990 年）をはじめとした多くの著作として
結実している。 
 これらの諸研究によって、新宗教諸教団の
歴史・教義・組織・実践などについての知識
は飛躍的に増大したが、いくつかの課題が残
されている。第一に、各研究者が個別的に探
索・収集してきた新宗教に関する史資料は、
体系的に整理されてきたとはいえない。重要
な教典や教義書類については各教団が公刊
したり、研究者が史料集にまとめたりしてき
たものの、近代出版技術の発達とともに大量
に制作された機関誌類やパンフレットなど
は、多くが所在の確認もなされないままにな
っている。だが、大本教のような新宗教教団
は、新聞・雑誌・映画・レコードなど最新の
メディアを駆使して国内外に広汎なネット
ワークを築きながら宗教活動を行っていた
のであり、これらの史資料を体系的に収集・
整理することは、今後の新宗教研究にとって
きわめて重要な課題となる。また、日本国内
の他の新宗教活動や霊術との広範な交流が
あったことも大本教の特徴の一つであり、そ
のような連携団体の資料調査も重要である。
研究代表者である對馬路人が解説を寄せた、
大本教の機関紙のひとつ『人類愛善新聞』の
復刻（不二出版、2012-2013年）は近年の重
要な成果だが、継続して資料の発掘・整理を
行う必要がある。 
 第二に、20世紀における大本教と他の教団
や民間信仰との交流のあり方を近代東アジ
ア史のなかで明らかにすることも、重要かつ
未開拓の課題である。新宗教の国境を越えた
活動については、井上順孝『海を渡った日本
宗教』（弘文堂、1985年）や李元範・櫻井義
秀編『越境する日韓宗教文化』（北海道大学
出版会、2011年）、武内房司編『越境する近
代東アジアの民衆宗教』（明石書店、2011年）
などの研究がある。これらは日本や韓国、中
国、台湾などで成立した教団が、外国の社会
的・文化的環境のなかでいかなる変容を遂げ
たのかという、土着化の問題を扱っている。
しかし、アジア各地の宗教運動が 19 世紀ア
メリカのスピリチュアリズムを発端とする
20 世紀初頭のグローバルな霊的潮流にどう

刺激され、またどのように主体的に国際ネッ
トワークを構築していったのかという点に
ついては十分な研究はない。その中で研究分
担者の永岡崇も参加した京都大学人文科学
研究所での公開ワークショップ「神の声を聴
く――カオダイ教、道院、大本教の神託比較
研究」（2014 年 6 月 28 日）において、トラ
ンスナショナルな宗教運動の視点からの研
究方向が示され、本科研プロジェクトにつな
がっている。大本教は中国の道院やベトナム
のカオダイ教だけでなく、さらに朝鮮の普天
教、イランで発生したバハーイ教などと提携
して世界的な宗教ネットワークを構想した
のであり、これらの実態把握と歴史的意義の
解明が待たれている。 
第三に、宗教学研究が決して無色透明の事
実の羅列ではなく、研究者の視点や価値観に
よって再構築されたものであることはすで
に学会の通説と化しており、大本教研究にお
いても、すでに研究分担者の永岡の「宗教文
化は誰のものか―『大本七十年史』編纂事業
をめぐって」（『日本研究』47 号、2013 年）
が分析しているように、強い思想性を持った
ものであった。それらを批判して相対主義の
ニヒリズムに陥るのではなく、宗教研究にふ
さわしい新しい「大きな物語」を構想できる
のかが問われている。 
 
２．研究の目的 
 戦後日本の新宗教研究は質量ともに充実
したものであり、1990 年前後を頂点として
発展してきた。しかし、ここ 20 年ほどの新
宗教研究の低迷は否めない。一方で、アジア
的視野からの日本近代史の再叙述、他方で新
たな資料の復刻など、新宗教研究も方法と資
料の両面で見直しを迫られている。本研究で
は、近代日本を代表する新宗教である大本教
に焦点を合わせ、つぎのような研究目的を設
定した。 
 
（１）大本教の史資料に関するデジタルアー
カイブの構築（ミクロ視点） 
（２）東アジア宗教史に連動させ、より広い
視野から大本教の歴史を叙述し直すことに
よる、戦前日本の精神史、宗教史の書き換え
（マクロ視点） 
（３）以上の成果を利用して、従来の新宗教
研究を全面的に見直し、方法論的に新たな新
宗教研究の枠組みを提示すること 
 
３．研究の方法 
 本研究では、新宗教をめぐる戦後の宗教学
的・歴史学的研究の達成と限界をふまえ、東
アジアを代表する新宗教のひとつである大
本教に関連する資史料の収集・整理、データ
ベース化を行うとともに、それらの資史料を
駆使して大本教の成立と展開、国際的新宗教
ネットワークの形成とその思想、また領域横
断的な宗教運動の実態とその思想について、
比較宗教学的・文化交流史的観点から明らか



にする。 
 このような課題を掲げるうえで、主要な対
象として大本教を取り上げるのには戦略的
な理由がある。まず、大本教については『大
本七十年史』をはじめ、新宗教のなかでもも
っとも豊富な研究成果が蓄積されているが、
そのために資料面と方法面での限界も明ら
かであり戦後新宗教研究の成果を批判的に
整理しなおすうえで、きわめて重要な位置を
占めることである。つぎに、大本教は政治・
芸術・農業などさまざまな分野に活動を広げ
るとともに、東アジアの諸新宗教とも連携を
はかり、国際的な宗教ネットワークを形成し
ていたことも重要である。さらに王仁三郎の
思想にはスウェーデンボルグ思想や神智学
などの欧米の霊的思想の影響も少なくない。
そして、さまざまなメディアを積極的に用い
た布教戦略を取っていたことから、近代新宗
教に関する資史料の広がりを示す典型的な
事例になると考えられることも指摘できる。 
 以下、具体的な作業課題を示す。 
（１）『直霊軍』『敷島新報』などの未復刻の
機関誌、『彗星』のような連携団体の機関誌
の所在調査など、『大本七十年史』、また池田
昭編『大本史料集成』などで言及されながら
も、その所在や内容などについて充分明らか
になっていない冊子、単行本類、大本教の出
版物や映画、レコード、さらに手稿類に至る
まで、可能な限りすべてを探索し、目録を作
成する。この微視的な作業によって教派神道、
国家神道体制、超国家主義との関係などに新
たな光をあて、大本教の発生→展開→国家権
力による弾圧→復興という歴史的プロセス
を見直すことができよう。 
（２）大本教の事例を東アジア宗教史との比
較、歴史的な相互関係の中で検討することで、
（１）で得た資料を読み直す。西欧の霊的思
想の流行や他の新宗教の展開過程をも検討
しながら、東アジアの新宗教史を描きなおす
と同時に、大本教をよりグローバルな視点か
らとらえ直す。 
（３）以上の歴史的な研究検討を踏まえつつ、
戦後の新宗教研究を規定してきた価値規範
や社会的文脈を明らかにし、宗教研究者と当
事者との関係を含めて、方法論的な考察を行
うことで、新たな新宗教学研究の方向を切り
開く。 
 
４．研究成果 
平成 27 年度は、まず大本教関連資料の収
集作業と、戦後新宗教研究の学問史的検討に
注力した。京都府亀岡市の大本本部には教学
研鑽所が設置されており、教団史研究のため
多くの資料が保管されているが、必ずしも十
分な目録作成や分析は行われていない。そこ
で、本研究において、所属資料の全体像の把
握に努めている。また、大本の地方分院や公
共図書館、他宗教団体などが所蔵している資
料についても調査を行い、20世紀前半に大本
教が刊行した文書・画像・音声・映像資料、

および大本教について書かれた新聞・雑誌記
事や研究論文などの情報を収集している。 
 次に、研究代表者・分担者・協力者などで
構成する共同研究会を 4回開催し、そこで大
本教の教団史『大本七十年史』を批判的に検
討した。それを通じて、戦後の歴史学者の宗
教観・歴史観を理解するとともに、史資料の
調査結果の報告について議論を行った。具体
的には、第一次・第二次大本事件に関わって、
『七十年史』の歴史叙述の問題点と新たな課
題の発見を行うとともに、神道天行居や天理
教など、大本教と密接な関係を持つ諸教団と
の比較検討を行った。この研究会を起点とし
て、ドイツやアメリカ、韓国など各国の新宗
教研究者とのネットワークを形成すること
もできた。 
 また、中国の紅卍字会道院やベトナムのカ
オダイ教における神託儀礼と大本教の鎮魂
帰神法の比較を通じて、近代東アジアで霊魂
との交流の技法がどのように展開してきた
かについて考察を行った。さらに、大本教に
おける「皇道」概念の形成過程をたどるとと
もに、その歴史的特徴を検討した。これらの
成果は、『人文學報』108号（京都大学人文科
学研究所、2015 年）に発表し、大本教研究
の新たな局面を開くことができた。 
平成 28 年度は共同研究会を 3 回開催し、
研究課題についての報告や研鑽を行った。6
月 4日～5日に京都府亀岡の大本天恩郷を訪
れ、大本関係者と研究会を実施し、研究上の
さまざまな課題について意見を交換した。ま
た京都大学人文科学研究所共同研究「日本宗
教史の再構築」の研究会にも参加し、研究成
果を報告した。 
また、日本宗教学会の第 75 回学術大会で
は、研究分担者の永岡を代表者として研究課
題に関連するパネル「宗教の時代としての
1930年代―メディア・博覧会・反宗教」を企
画し、報告を行った。 
 データベースの作成については、大本資料
室での文献検索、調査に加え、元大本教学研
鑽所研究員の出口三平氏の所蔵資料の整理
を進めた。さらに大本の昭和期の社会運動団
体「昭和青年会」の機関誌『（昭和）青年』
の復刻、出版（不二出版）に向けて作業を進
めた。 
 海外の宗教とのネットワークづくりに関
して、大本の系譜を引く三五（あなない）教
が戦後に展開した「世界宗教会議」に関して、 
資料の収集を行った。また、對馬は 9月に台
北の世界紅卍会道院台湾総院を訪れ、大本と
の提携に関する聞き取り、および資料収集を 
行った。 
 研究代表者の對馬は大本教が昭和前期に
展開した主要な宗教・社会運動のうち、「人
類愛善」のスローガンを掲げ海外の宗教との
協力・提携運動を展開した「人類愛善会」の
活動、及び愛国的な挙国更生運動を展開した
「昭和青年会」の運動について、資料収集お
よび分析に努めた。研究分担者の川瀬貴也は、



植民地朝鮮における国家神道政策との関連
で、大本を含む日本宗教の布教活動について
資料収集、分析を進めた。永岡は 1930 年代
の大本の博覧会活動を中心に、大本の「愛善
主義」と「国家主義」の表象について分析を
進めた。研究分担者の吉永進一は出口王仁三
郎の『霊界物語』の宗教思想における西洋の
心霊思想、特にスウェーデンンボルグの影響
について解明を進めた。 
平成 29年度は、共同研究会を 4回実施し、
研究課題についての報告や研鑽を行った。研
究分担者である川瀬を中心に、日本宗教学会
第 76 回学術大会においてパネルセッション
「近代日韓の宗教運動の「変容」」を組んだ。
また代表者對馬と分担者の川瀬、永岡および
研究協力者が、戦前の大本と交流した韓国の
「普天教」の跡地、および韓国の代表的な新
宗教教団の本部を見学し、教団の出版物など
の資料を収集した。さらに研究協力者の吉永
が、出口王仁三郎の霊学の師である長澤雄楯、
兄弟弟子にあたる宮城島金作についての新
たな史料を発見した。3 年間の研究成果のま
とめとしてシンポジウム「トランスナショナ
ルな大本研究をめざして」を開催した。 
 研究期間全体を通じて、まず（１）『大本
七十年史』に代表される既存の大本教研究、
新宗教研究を批判的に検討することにより、
それらが抱える一国史観や教祖中心主義、ビ
リーフ中心主義といった問題を浮き彫りに
し、新たな課題を明確にする、（２）大本の
教団内外に存在する多様な史料の探索を行
い、目録を作成することで、研究の視野の拡
大をはかる、（３）大本教が展開してきた海
外での活動、国際的提携活動に焦点をあわせ
て探求することにより、トランスナショナル
な新宗教研究の可能性を探る、という 3つの
観点から多くの成果をあげることができた。 
 これらの取り組みは、近代主義的なバイア
スを乗り越えて新たな地平を開こうとする
近年の近代宗教史研究の諸成果に呼応しつ
つ、そこに厚みや多様性をもたらす重要な意
義をもっているということができる。 
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